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【決算認定】平成26年度歳入歳出決算平成27年度補正予算の概要

第１回臨時会　平成27年８月３日

《一般会計歳出の主なもの》
○清翠園身障者用トイレ工事費（耐火構造シャッター等追加分）……………………………１，６３１千円
○森林整備加速化・林業再生事業補助金………………………………………………………１６，４２５千円
（高性能林業機械の導入により、林業作業の低コスト化・効率化を図る）
○町有害鳥獣対策協議会運営補助金（有害鳥獣捕獲出動経費）……………………………１１，９５２千円
○美郷町情報発信事業………………………………………………………………………………４，５９５千円
（マスコットキャラクター及び観光ポスター制作事業・観光情報センター駐車場整備事業等）　　　　　　　　　
○北郷地区観光施設管理運営費（椎野あじさい改植事業補助金・地蔵の里駐車場舗装工事）  ６，０３５千円
○林道施設災害復旧事業費（６月・７月豪雨災害による復旧工事）………………………３５，０００千円

■　条　例　制　定　■
◆美郷町特定個人情報保護条例
　 　「行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律」の施行（平成２７年１０月５日）

に伴い、美郷町における特定個人情報の安全かつ適正な取り扱いを図ることを目的として制定するもの。
◆美郷町空家等対策の推進及び空家等の活用の促進に関する条例
　 　平成２７年５月に全面施行された「空家等対策の推進に関する特別措置法」を受け、美郷町における空家等

対策の推進及び空家等の活用促進を図ることにより、安全かつ安心な生活環境の確保とまちづくりの活動の活
性化に寄与することを目的として制定するもの。

■　追　加　議　案　■
◆工事請負契約の締結について
　防災行政無線（デジタル移動系）及び消防救急無線施設整備工事
　《契約の相手方》宮崎市 日本電気株式会社宮崎支店   《契約金額》４億５，３１５万円　

○議案第６１号 　財産の無償貸付について 
　 　地域活動の拠点となるコミュニティーセンター所有のために、町有地（西郷田代 8824 番地 雑種地 2,083 平方

メートル）をセンター敷地として、和田区へ無償貸与するもの。貸付の期間は、平成２７年８月１０日～平成
４７年８月９日。

【第１回臨時会 ８月３日】

　

平
成
27
年
９
月
定
例
議
会
は
、
９
月
４
日
～
17
日
ま
で
の
14
日
間
開
催
さ
れ
、
平
成
26
年
度
決
算
認
定
ほ
か
平
成
27
年
度
一
般
会
計

及
び
特
別
会
計
補
正
予
算
等
27
件
の
議
案
等
が
提
出
さ
れ
、
い
ず
れ
の
議
案
も
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。
主
な
内
容
は
、
次
の

と
お
り
で
す
。

８９億 ６１３万円

１１億９，６３６万円

９億９，７７９万円

２億６，４１８万円

１億２，４４９万円

２億２，２８３万円

３億２，０３３万円

７億 ７５９万円

４，３３４万円

１２７億８，３００万円

８８億１，０８７万円

１３億 １０６万円

１０億５，８４１万円

３億１，９２２万円

１億３，３８８万円

２億３，００７万円

３億４，４３４万円

６億３，４３４万円

５，５５８万円

９０億８，２７５万円

１２億１，１９９万円

  １０億 ２９７万円

２億７，７３０万円

１億３，５４１万円

２億２，３７７万円

３億４，９２６万円

６億８，５６６万円

２，５６０万円

１２９億９，４６７万円

１億３，３７５万円

１，５６４万円

１，３０７万円

１，１１２万円

８９２万円

３６８万円

１，８００万円

２６１万円

７万円

歳　　出補正後予算額 歳　　入補正予算額 会　　計　　別会　　計　　別

一　般　会　計一　般　会　計

国 民 健 康 保 険 事 業国 民 健 康 保 険 事 業

介 護 保 険 事 業介 護 保 険 事 業

簡 易 水 道 事 業簡 易 水 道 事 業

農 業 集 落 排 水 事 業農 業 集 落 排 水 事 業

後 期 高 齢 者 医 療 事 業後 期 高 齢 者 医 療 事 業

国 民 健 康 保 険 診 療 所 事 業国 民 健 康 保 険 診 療 所 事 業

国 民 健 康 保 険 病 院 事 業
（収益的収支）

国 民 健 康 保 険 病 院 事 業
（収益的収支）

国 民 健 康 保 険 病 院 事 業
（資本的収支）

国 民 健 康 保 険 病 院 事 業
（資本的収支）

合　　計

　上記８件の決算認定について「決算等審査特別委員会」を設置し審査した結果、原案のとお
り認定すべきものと決定しました。なお、審査意見として８項目を付記しました。
① 合併１０周年を迎えた現在の財政状況を見ると、実質公債費比率を 20.6％から 7.6％に引き

下げたことは特筆すべき結果である。今後とも将来を見据えた財政運営を求める。　
②収入未済額については、一部家畜導入資金貸付金返還等改善の努力も見られる。
　一方依然として多額な未収債権がある。今後は、根拠となる法令や執行手続きに基づき、公平、
　 公正な観点で適正かつ迅速な債権回収を求める。そのためにも、未収債権対策の体制の見直

しや、連帯保証人をおいている場合は、要綱等に沿って保証人への催促を強化するよう求め
る。

③ 農産物と植栽樹木等の被害の抑止、防止のための獣害対策と住民の生命を守るための狂犬病
予防注射の接種について、互いに所期の目的達成に向けて相乗効果が上がるよう町民生活課
と林業振興課との連携強化と獣害対策の効果を上げるための鳥獣被害対策支援センターとの
積極的な連携を図るとともに、県職員との積極的な交流を求める。

④ 本町農林業を支える担い手を確保することは、町の最重要課題である。これまでの美郷町新
規就農給付金事業は、着実な実績を残している。今後とも、最優先事業として継続し、さら
に給付要件等本町の実状に応じた担い手対策を講じていくことを強く求める。

⑤ 買い物弱者対策は生活支援にとどまらず、安否確認等多面的な役割を果たしているのが現状
でニーズも拡大してきているため、今後も支援が必要だと考える。その上で、さらに事業受
託者等と持続可能な体制づくりの検討を求める。

⑥ 近年、婚活支援はデリケートな問題であるが、昨年度の「出会いの場」創出事業は、特筆す
べき着実な成果を上げている。今後とも継続事業として、参加者の気持ちに寄り添い、参加
しやすい「出会いの場」をつくっていくよう切望する。

⑦ 非常備消防の体制のもと、住民の生命を守るため、
今年度から救急救命士の配置による救急業務実施
に至った。住民の「安心」ということから大いに
評価できる。加えて救急救命士の町内各種イベン
トにおける参加等その真摯な姿勢に敬意を表する。

⑧年々、町行政に対しての様々な相談や要望事項は、
　各方面にわたり増加の傾向にある。
　 これらの処理にあたっては、各課とも住民の信頼

を得られる処理をすることが肝要である。
　 今後も複雑多様化する住民の相談、要望、陳情等

の対応方法について、信頼される処理や記録管理
を求める。

北郷小中一貫校整備事業
（平成27年4月開校：美郷北学園）

特
　
別
　
会
　
計

特
　
別
　
会
　
計

提出された議案と審査結果

議案番号

議案第６１号

議 案 名

財産の無償貸付について

審査結果

可決（全員一致）



5 445

【
問
】
婚
活
支
援
事
業
は
地
域
活
性
化
、

人
口
対
策
の
最
た
る
も
の
だ
と
思
う

が
、
町
長
は
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

ま
た
、
参
加
者
の
年
齢
を
定
め
て
行
う

必
要
も
あ
る
と
思
わ
れ
る
し
、
町
内
の

独
身
男
女
に
限
定
し
て
、
事
業
を
行
っ

て
み
る
必
要
も
あ
る
と
思
う
が
、
考
え

を
伺
う
。

【
答
】
農
林
業
の
担
い
手
確
保
、
ま
た
人

口
対
策
の
一
環
と
し
て
重
要
な
事
業
と

考
え
る
。
本
年
度
は
、
十
月
、
十
二
月
、

二
月
の
三
回
を
計
画
し
て
お
り
、
十
二

月
の
事
業
は
三
十
五
才
以
上
の
方
を
対

象
に
行
う
予
定
で
あ
る
。
町
内
の
男
女

に
限
定
と
い
う
こ
と
は
、
今
後
実
行
委

員
会
と
も
話
し
を
進
め
て
い
き
た
い
。

国
の
事
業
が
縮
小
し
た
場
合
で
も
、
町

の
方
で
し
っ
か
り
継
続
し
て
い
く
。

【
問
】社
会
保
障
・
税
番
号
制
度
に
つ
い
て

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
は
、
現
在
年
金
を

受
給
さ
れ
て
い
る
方
々
は
、
通
知
カ
ー

【
問
】
美
郷
町
に
は
二
十
六
名
の
人
工
透

析
患
者
が
い
る
。
西
郷
病
院
は
県
の
へ

き
地
拠
点
病
院
の
指
定
を
受
け
、
美
郷

町
十
二
名
、
諸
塚
村
三
名
、
椎
葉
村
一

名
、
計
十
六
名
が
人
工
透
析
治
療
を
し

て
い
る
。
町
内
す
べ
て
の
患
者
が
西
郷

病
院
で
の
人
工
透
析
の
治
療
が
で
き
な

い
か
。

【
答
】
平
成
二
十
八
年
度
の
医
師
確
保
が

厳
し
く
現
状
を
し
っ
か
り
見
極
め
た

い
。
西
郷
病
院
と
し
て
は
、
現
状
維
持

の
人
工
透
析
治
療
を
す
る
。

【
問
】
役
場
庁
舎
建
設
に
つ
い
て

敷
地
は
現
状
の
ま
ま
で
使
用
す
る
の

か
。
ま
た
、
庁
舎
建
設
を
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
の
か
。

【
答
】
基
本
設
計
中
で
、
敷
地
状
況
を
含

め
て
検
討
す
る
。
基
本
は
地
域
住
民
が

利
用
し
や
す
い
庁
舎
、
ま
た
、
事
務
効

率
が
上
が
る
よ
う
に
基
本
設
計
を
す

る
。
さ
ら
に
町
産
材
の
利
用
も
検
討
し

て
い
る
。
な
お
、
六
億
円
の
庁
舎
基
金

内
で
建
設
経
費
は
収
め
た
い
。

【
問
】
屋
内
体
育
施
設
に
つ
い
て

合
併
し
て
十
年
に
な
る
。
西
郷
に
は「
ス

パ
ー
ク
西
郷
」
が
あ
る
。
南
郷
・
北
郷

の
屋
内
体
育
施
設
の
必
要
性
に
つ
い
て

の
認
識
を
伺
う
。

【
答
】
箱
物
に
つ
い
て
は
、
建
築
費
、
財

政
的
見
地
か
ら
必
要
性
を
顧
慮
し
て

も
、
旧
村
単
位
で
は
考
え
て
い
な
い
。

南
郷
・
北
郷
の
屋
内
体
育
施
設
は
、
今

後
検
討
事
項
と
し
て
捉
え
て
い
く
。

【
問
】
美
郷
南
・
北
学
園
の
整
備
に
つ
い
て

①
美
郷
南
学
園
の
プ
ー
ル
の
新
設
は
で

き
な
い
か
。

【
答
】
プ
ー
ル
使
用
に
は
差
し
支
え
な

い
。
指
摘
箇
所
に
つ
い
て
は
補
正
予
算

で
対
応
し
た
い
。

②
北
学
園
の
職
員
室
か
ら
屋
外
で
の
幼

稚
園
児
及
び
学
園
児
童
生
徒
の
安
全
観

察
は
大
丈
夫
か
。

【
答
】
観
察
に
つ
い
て
は
、
防
犯
カ
メ
ラ

四
台
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。
休
息
時
間

は
複
数
の
職
員
が
配
置
さ
れ
見
守
っ
て

い
る
。

③
北
学
園
の
山
側
及
び
川
側
に
フ
ェ
ン

ス
の
設
置
が
で
き
な
い
か
。

【
答
】
グ
ラ
ウ
ン
ド
フ
ェ
ン
ス
整
備
に
つ

い
て
は
学
校
側
と
協
議
し
て
い
く
。

新玉　卓教  議員

提出された議案と審査結果
（第３回定例会 ９月４日～17日）

表決結果（※上記結果のうち全員一致を除く）　　●反対

請願第 3号 川内原発再稼働について公開住民説明会を求める請願

請願第 4号 ＴＰＰ交渉に関する請願

●

●

議案名
議員名

甲
斐
秀
徳

小
田
照
男

小
路
文
喜

園
田
義
彦

新
玉
卓
教

甲
斐
勲
一

森
田
久
寛

富
井
裕
瑞

黒
田
仁
志

尾
上
忠
保

那
須
富
重

人
工
透
析
に
つ
い
て

園田　義彦  議員

婚
活
支
援
事
業
に
つ
い
て

議案番号

議案第６３号

議案第６４号

議案第６５号

議案第６６号

議案第６７号

議案第６８号

議案第６９号

議案第７０号

議案第７１号

議案第７２号

議案第７３号

議案第７４号

議案第７５号

認定第　１号

認定第　２号

認定第　３号

認定第　４号

認定第　５号

認定第　６号

認定第　７号

認定第　８号

議案第６２号

請願第　３号

請願第　４号

請願第　５号

発議第　２号

発議第　３号

議 案 名

美郷町空家等対策の推進及び空家等の活用の促進に関する条例

特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例

美郷町手数料徴収条例の一部を改正する条例

美郷町営住宅条例の一部を改正する条例

平成27年度美郷町一般会計補正予算（第2号）

平成27年度美郷町国民健康保険事業特別会計補正予算（第2号）

平成27年度美郷町介護保険事業特別会計補正予算（第1号）

平成27年度美郷町簡易水道事業特別会計補正予算（第2号）

平成27年度美郷町農業集落排水事業特別会計補正予算（第1号）

平成27年度美郷町後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第1号）

平成27年度美郷町国民健康保険診療所事業特別会計補正予算（第2号）

平成27年度美郷町国民健康保険病院事業会計補正予算（第2号）

工事請負契約の締結について

平成26年度美郷町一般会計歳入歳出決算認定について

平成26年度美郷町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算認定について

平成26年度美郷町介護保険事業特別会計歳入歳出決算認定について

平成26年度美郷町簡易水道事業特別会計歳入歳出決算認定について

平成26年度美郷町農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算認定について

平成26年度美郷町後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決算認定について

平成26年度美郷町国民健康保険診療所事業特別会計歳入歳出決算認定について

平成26年度美郷町国民健康保険病院事業会計決算認定について

美郷町特定個人情報保護条例

川内原発再稼働について公開住民説明会を求める請願

ＴＰＰ交渉に関する請願

米価暴落対策の意見書を求める請願

美郷町議会会議規則の一部を改正する規則

森林整備事業予算の拡充についての意見書

審査結果

可決（全員一致）

可決（全員一致）

可決（全員一致）

可決（全員一致）

可決（全員一致）

可決（全員一致）

可決（全員一致）

可決（全員一致）

可決（全員一致）

可決（全員一致）

可決（全員一致）

可決（全員一致）

可決（全員一致）

可決（全員一致）

可決（全員一致）

可決（全員一致）

可決（全員一致）

可決（全員一致）

可決（全員一致）

可決（全員一致）

可決（全員一致）

可決（全員一致）

不採択（賛成多数）

継続審査（賛成多数）

継続審査（全員一致）

可決（全員一致）

可決（全員一致）



66

【
答
】
現
在
の
介
護
手
当
に
お
い
て
は
、

介
護
者
の
年
齢
等
特
に
考
慮
し
て
い
な

い
。
公
平
公
正
な
助
成
を
考
慮
し
な
が

ら
、
内
部
で
検
討
し
て
い
き
た
い
。

④
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
等
に
余
裕
が

な
く
入
所
が
困
難
と
い
う
中
で
、
ど
う

し
て
も
施
設
入
所
が
必
要
と
い
う
高
齢

者
の
た
め
に
、
遊
休
町
有
地
を
活
用
す

る
等
し
て
、
介
護
付
有
料
老
人
ホ
ー
ム

の
誘
致
は
考
え
ら
れ
な
い
か
。

【
答
】
介
護
付
有
料
老
人
ホ
ー
ム
は
、
一

般
的
に
利
用
料
が
高
く
、
低
所
得
者
向

け
で
は
な
く
、
ま
た
、
土
地
の
斡
旋
、

提
供
も
必
要
と
な
り
、
今
の
と
こ
ろ
考

え
て
い
な
い
が
、
民
間
法
人
等
か
ら
話

が
あ
れ
ば
前
向
き
に
取
り
組
ん
で
い

く
。

【
問
】
二
千
四
十
年
ま
で
に
全
国
の
自
治

体
の
約
五
割
に
当
た
る
八
百
九
十
六
も

の
市
町
村
が
消
滅
す
る
可
能
性
が
あ

り
、
県
内
で
も
本
町
を
含
む
十
五
市
町

村
が
そ
れ
に
該
当
す
る
と
言
わ
れ
て
い

る
。
で
き
れ
ば
美
郷
町
と
し
て
存
続
す

る
よ
う
今
か
ら
対
策
を
講
じ
て
お
く
の

が
我
々
の
務
め
で
あ
る
と
考
え
る
が
、

そ
の
対
応
策
と
し
て
、
ど
の
よ
う
な
将

来
像
を
描
い
て
い
る
の
か
。

【
答
】
国
で
は
昨
年
十
一
月
に
「
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
法
」
が
成
立
、
本

町
で
も
法
律
成
立
と
同
時
に
町
の
創
生

本
部
を
立
ち
上
げ
、
幹
事
会
や
課
を
横

断
し
た
若
い
職
員
で
構
成
す
る
ワ
ー
キ

ン
グ
グ
ル
ー
プ
を
設
置
、
ま
た
、
住
民

代
表
を
構
成
員
と
す
る
「
美
郷
町
ま
ち

づ
く
り
懇
話
会
」
を
開
催
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。
現
在
は
、
美
郷
町
人
口

ビ
ジ
ョ
ン
の
素
案
を
各
方
面
に
示
し
、

議
会
に
も
今
会
期
中
に
示
し
、
こ
れ
ら

を
踏
ま
え
て
、
将
来
に
亘
っ
て
在
る
べ

き
美
郷
町
の
方
向
で
あ
る
「
美
郷
町
総

合
戦
略
」
の
策
定
を
住
民
と
一
体
と

な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
　
　

　

ら
、
介
護
者
、
家
族
の
介
護
負
担
を
軽

減
す
る
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。

①
そ
の
た
め
に
条
例
に
定
め
る
介
護
手

当
を
増
額
す
る
考
え
は
な
い
か
。

【
答
】
介
護
手
当
が
介
護
者
の
負
担
軽
減

に
つ
な
が
っ
て
い
る
の
か
、
ま
た
、
一

度
手
当
額
を
上
げ
る
と
下
げ
る
こ
と
が

困
難
等
問
題
も
あ
り
、
現
段
階
で
は
考

え
て
い
な
い
が
、
問
題
点
を
十
分
検
討

し
な
が
ら
、
介
護
者
の
負
担
軽
減
を
図

れ
る
よ
う
施
策
を
進
め
て
い
く
。

②
介
護
者
、
家
族
の
負
担
を
軽
減
す
る

に
は
、
一
時
的
に
介
護
か
ら
解
放
さ
れ

る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
施
設
等
の
短

期
利
用
を
し
や
す
く
す
る
た
め
自
己
負

担
の
助
成
は
で
き
な
い
か
。

【
答
】
十
分
理
解
で
き
る
が
、
そ
う
す
る

こ
と
で
ロ
ン
グ
シ
ョ
ー
ト
と
呼
ば
れ
る

長
期
間
の
利
用
が
増
え
、
本
来
の
利
用

サ
ー
ビ
ス
を
阻
害
す
る
こ
と
が
心
配
さ

れ
る
こ
と
等
が
あ
り
、
今
は
支
援
は
考

え
て
い
な
い
が
、
今
後
、
検
討
課
題
と

し
た
い
。

③
現
在
、
将
来
を
含
め
て
極
め
て
深
刻

に
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
が
、
老

老
介
護
の
対
策
や
支
援
と
考
え
る
。
介

護
手
当
の
増
額
、
ま
た
、
施
設
の
短
期

入
所
に
つ
い
て
、
利
用
回
数
の
増
と
自

己
負
担
の
助
成
、
さ
ら
に
要
介
護
度
の

緩
和
等
特
に
手
厚
い
支
援
は
考
え
ら
れ

な
い
か
。

ド
が
送
付
さ
れ
て
来
て
も
、
特
に
手
続

き
の
必
要
は
無
い
。
ま
た
、
来
年
の
二

月
以
降
、
初
め
て
年
金
を
受
給
す
る
方

は
、
通
知
カ
ー
ド
の
番
号
が
必
要
な
事

等
の
理
解
が
進
ん
で
な
い
よ
う
で
あ

る
。
な
お
、
個
人
番
号
カ
ー
ド
は
、
情

報
流
出
の
不
安
も
あ
り
、
必
ず
し
も
申

請
す
る
必
要
は
無
い
と
思
わ
れ
る
が
、

考
え
を
伺
う
。

【
答
】
制
度
が
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
あ

り
、
職
員
も
研
修
等
を
行
い
、
毎
月
の

巡
回
等
で
特
に
高
齢
者
へ
の
説
明
を

行
っ
て
い
く
。
通
知
カ
ー
ド
に
つ
い
て

も
、
ま
ず
保
管
す
る
よ
う
な
注
意
喚
起

も
行
っ
て
い
き
た
い
。

【
問
】
今
後
と
も
高
齢
者
が
増
加
す
る
に

伴
い
、
介
護
を
要
す
る
お
年
寄
り
が
増

え
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
が
、
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
等
施
設
の
増
設
は
見
込

め
ず
、
在
宅
介
護
が
増
加
す
る
こ
と
か

7

【
問
】
今
後
の
町
政
運
営
に
つ
い
て
（
財

政
面
を
考
慮
し
て
）
伺
う
。

①
今
後
合
併
特
例
に
よ
る
交
付
金
の
算

定
替
え
措
置
の
終
了
期
間
を
迎
え
、
一

本
算
定
と
な
っ
て
い
き
、
ま
す
ま
す
厳

し
く
な
る
本
町
の
財
政
面
の
見
通
し
を

伺
う
。

【
答
】
平
成
三
十
三
年
に
は
完
全
な
一
本

算
定
と
な
り
、
本
年
度
ベ
ー
ス
で
普
通

交
付
税
が
八
億
円
ほ
ど
の
減
少
と
な

る
。
財
政
は
健
全
化
に
近
づ
い
て
い
る

が
、
今
後
と
も
、
職
員
の
定
員
管
理
や

補
助
金
改
革
な
ど
を
行
い
、
財
政
健
全

化
に
努
め
る
。

②
団
体
補
助
金
、
事
業
補
助
は
ど
う

な
っ
て
い
く
の
か
。

【
答
】
既
成
の
枠
に
と
ら
わ
れ
ず
、
ゼ
ロ

ベ
ー
ス
で
再
考
し
て
い
く
。
地
方
創
生

の
取
り
組
み
等
を
考
慮
し
、
選
択
と
集

中
の
考
え
方
も
持
ち
な
が
ら
一
つ
一
つ

の
補
助
金
を
町
民
と
対
話
し
な
が
ら
、

【
問
】
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
は
登
録
さ
れ

る
情
報
の
多
さ
か
ら
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の

保
護
の
問
題
、
不
正
取
得
や
な
り
す
ま

し
犯
罪
等
危
険
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
制
度
を
自
治
体
で
管
理
す

る
の
は
問
題
が
あ
る
と
考
え
る
。

【
答
】
情
報
の
保
護
に
万
全
を
期
し
た

い
。

【
問
】
地
元
野
菜
等
の
町
内
消
費
拡
大
や

ゴ
ミ
収
集
等
町
内
業
者
へ
の
委
託
等
で

お
金
が
町
内
を
循
環
す
る
よ
う
な
政
策

の
実
施
が
必
要
と
考
え
る
。

【
答
】
な
る
べ
く
町
の
お
金
は
、
町
内
で

回
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
。

【
問
】
高
齢
者
の
皆
さ
ん
の
生
活
を
守
る

立
場
か
ら
、
現
行
の
商
品
券
制
度
（
三

割
増
）
を
見
直
し
て
、
高
齢
者
に
給
付

型
商
品
券
の
発
行
が
必
要
と
考
え
る
。

【
答
】
高
齢
者
に
対
す
る
給
付
型
の
商
品

券
は
考
え
て
い
な
い
。

【
問
】
人
口
対
策
、
子
育
て
支
援
、
貧
困

平
成
二
十
九
年
度
ま
で
に
検
討
す
る
。

事
業
補
助
は
、
経
済
効
果
等
も
考
慮
し

な
が
ら
補
助
率
の
変
更
等
も
視
野
に
進

め
て
い
く
。
公
平
公
正
な
補
助
金
の
交

付
に
努
め
る
。

③
公
約
で
支
所
の
維
持
も
言
っ
て
い
る

が
、
い
つ
頃
ま
で
運
営
し
て
い
く
の

か
。
運
営
を
ど
う
す
る
の
か
。

【
答
】
年
限
を
限
っ
て
は
考
え
て
い
な

い
。
当
面
は
現
状
の
支
所
制
度
を
維
持

し
て
い
く
。
町
政
懇
談
会
等
で
町
民
と

対
話
し
な
が
ら
運
営
し
て
い
き
た
い
。

④
職
員
数
は
ど
の
よ
う
に
し
て
い
く
の

か
。
将
来
の
職
員
年
齢
の
平
準
化
等
も

考
慮
し
、
毎
年
、
あ
る
程
度
の
人
数
を

採
用
し
て
い
く
べ
き
で
は
。
ま
た
、
職

員
に
も
っ
と
現
場
に
出
て
ほ
し
い
と
考

え
る
が
。

【
答
】
職
員
数
は
平
成
三
十
六
年
度
末
に

百
五
十
六
人
を
達
成
す
べ
く
努
力
し
て

い
く
。
三
割
補
充
を
基
本
に
採
用
し
て

い
る
。
毎
年
は
考
え
て
い
な
い
。
義
務

的
経
費
が
多
い
中
、
職
員
の
数
、
待
遇

面
を
増
や
す
こ
と
は
難
し
い
。
職
員
に

は
ぜ
ひ
、
現
場
に
出
て
ほ
し
い
と
は
考

え
る
。

⑤
美
郷
町
の
目
指
す
べ
き
理
想
像
は
。

【
答
】
町
民
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
な
が
ら
、

ス
リ
ム
で
効
率
的
な
行
政
運
営
に
努
め

る
。

対
策
等
諸
々
の
立
場
か
ら
学
校
給
食
の

無
料
化
や
家
賃
軽
減
対
策
を
講
ず
る
等

の
政
策
を
実
施
す
る
必
要
が
あ
る
と
考

え
る
。

【
答
】
給
食
費
の
二
十
五
パ
ー
セ
ン
ト
の

負
担
は
妥
当
な
額
で
あ
り
、
無
償
化
は

考
え
て
い
な
い
。
家
賃
対
策
に
つ
い
て

は
、子
育
て
支
援
を
含
め
検
討
し
た
い
。

【
問
】
昨
年
の
十
二
月
の
ト
ン
ネ
ル
開
通

以
来
、
多
く
の
効
果
と
今
後
の
課
題
が

見
え
た
と
思
う
。
町
の
今
後
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
伺
う
。

①
時
間
短
縮
は
元
よ
り
町
内
外
の
人
の

交
流
・
経
済
効
果
が
有
る
様
に
感
じ

る
。
今
後
ト
ン
ネ
ル
効
果
を
ど
の
よ
う

に
進
展
さ
せ
る
の
か
。

【
答
】
美
郷
町
が
北
郷
か
ら
南
郷
ま
で
大

き
な
幹
線
道
路
で
結
ば
れ
、
農
林
業
・

商
業
・
文
化
・
教
育
・
医
療
・
福
祉
等

あ
ら
ゆ
る
面
で
、
活
性
化
が
促
進
す
る

森田　久寛  議員

町の将来を担う子どもたち

在
宅
介
護
支
援
に
つ
い
て

美
郷
ト
ン
ネ
ル
に
つ
い
て

今
後
の
町
政
運
営
に
つ
い
て

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
つ
い
て

小田　照男  議員

富井　裕瑞  議員

黒田　仁志  議員

美
郷
な
ら
で
は
の
町
づ
く
り

に
つ
い
て

小路　文喜  議員
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■総務常任委員会
○調査日及び目的
　平成２７年７月２２日（水）西郷区長会との意見交換　　　　　　　　
　平成２７年８月２１日（金）北郷区長会との意見交換
○参加者　
　総務常任委員ほか関係議員・各支所担当職員・議会事務局
○調査の結果・考察
　 　各常任委員長より、それぞれの所管事務や地方創生への町の取組みに

ついて説明後、各区長と地方創生について意見交換を行った。空き家問
題、婚活への支援等多岐にわたる意見が出された。今後とも地域の実状
をよく知る区長の意見を伺いながら地域を見直す取組みを進め、魅力あ
る美郷町を創生すべきと考える。

■文教厚生常任委員会
○調査日及び目的
　平成２７年７月２７日（月）美郷町社会福祉協議会の活動状況と課題
○参加者
　議長・文教厚生常任委員・社会福祉協議会担当職員・議会事務局
○調査の結果・考察　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　 　社会福祉協議会所管事務事業の取組み、活動状況について説明を受け

た後、抱える課題等について協議を行った。高齢社会における独居高齢
者、訪問介護対策や行政からの受託事業運営等地域福祉の推進に大きく
貢献していることが伺えた。独自事業を展開し、更なる福祉サービスの
向上を図る上でも、行政による応分の財政支援が必要であると考える。

■産業建設常任委員会
○調査日及び目的
　平成２７年７月１日（水）町内農林業の現状と課題等について
○参加者　
　 議長・産業建設常任委員・副町長以下関係課職員・日向農協関係職員・

議会事務局
○調査の結果・考察
　 　町内の主要農産物の生産量、生産額の概要について農協の説明を受け

た後、全般的事項について意見交換を行った。若者の能力を活かした農
林業の支援や、生産性が高く、期待される作目に対する町全体での取組
みの推進の必要性等意見が出された。農林業の振興を図るためにも、日
頃から町と農協が連携して、連絡を密にし、生産指導や流通の拡充に努
める必要がある。

現地調査 ＝９月定例会会期中、平成２６年度決算等の執行状況確認のため、現地調査を実施しました＝

【調査の対象】
　①商工業サポート振興事業　②被災農業者向け経営体育成事業（雪害被災生産施設）　③急傾斜崩壊対策事業
　④みやざき次世代果樹ブランド産地育成強化事業　⑤地域防災強化事業（危険木除去費補助）

雪害被害生産施設整備（北郷地区） きんかんハウスフルオープン整備（西郷地区） 商工業サポート振興事業（北郷地区）

【
答
】
こ
の
事
業
は
昨
年
始
ま
っ
た
ば
か

り
で
、
県
自
体
に
お
い
て
も
集
約
状
況

は
良
く
な
い
。
集
落
単
位
で
集
積
す
る

こ
と
に
よ
り
、
地
域
集
積
金
が
交
付
さ

れ
る
。
町
と
し
て
も
重
点
モ
デ
ル
地
区

を
十
二
地
区
設
定
（
南
郷
三
地
区
・
西

郷
三
地
区
・
北
郷
六
地
区
）
を
し
て
、

関
係
機
関
と
連
携
し
推
進
す
る
。

④
施
設
園
芸
団
地
化
は
で
き
な
い
か
。

【
答
】
農
業
振
興
を
図
る
上
で
必
要
で
あ

り
、
団
地
化
は
構
想
に
あ
る
。
ま
ち
づ

く
り
懇
話
会
の
中
で
も
意
見
が
出
て
い

る
の
で
、そ
の
方
向
で
今
後
進
め
た
い
。

⑤
青
年
就
農
交
付
金
に
つ
い
て

【
答
】
経
営
開
始
型
と
準
備
型
の
制
度
か

ら
な
っ
て
い
る
。
経
営
開
始
型
で
六
名

の
方
が
受
給
し
て
い
る
。
年
間
百
五
十

万
円
で
五
年
間
受
給
出
来
る
の
で
担
い

手
の
方
は
ぜ
ひ
利
用
し
て
ほ
し
い
。
準

備
型
は
県
の
事
業
で
農
業
大
に
就
学
中

の
一
名
が
受
給
し
て
い
る
。

⑥
農
協
と
の
事
業
協
力
に
つ
い
て

【
答
】
農
協
と
の
事
業
協
力
に
つ
い
て
は

ご
承
知
の
通
り
で
あ
る
が
、
農
協
と
の

連
携
は
農
業
振
興
の
関
連
で
非
常
に
大

切
で
あ
る
の
で
、
今
後
と
も
し
っ
か
り

と
し
た
連
携
の
も
と
に
取
り
組
む
。

⑦
営
農
組
合
の
今
後
の
役
割
に
つ
い
て

【
答
】
担
い
手
の
育
成
、
確
保
対
策
に
今

後
と
も
努
め
て
い
く
と
と
も
に
、
設
立

に
つ
い
て
も
推
進
し
て
い
く
。

①
就
任
以
来
二
年
間
の
農
業
振
興
の
変

化
は
。
五
年
後
、
十
年
後
の
農
業
展
望

に
つ
い
て
は
。

【
答
】
着
実
に
農
業
生
産
販
売
は
伸
び
て

き
て
お
り
、
新
規
就
農
者
（
担
い
手
）

も
少
し
ず
つ
育
っ
て
き
て
い
る
と
感
じ

る
。
将
来
に
お
い
て
も
担
い
手
、
後
継

者
を
育
て
る
施
策
の
も
と
に
施
設
園

芸
、
畜
産
を
中
心
と
し
た
振
興
を
図
る
。

今
後
、
過
疎
高
齢
化
に
よ
る
担
い
手
不

足
に
よ
り
、
農
家
戸
数
、
栽
培
面
積
の

減
少
が
危
惧
さ
れ
る
の
で
、
現
在
地
方

創
生
戦
略
の
中
で
対
策
を
練
っ
て
い
る
。

②
地
方
創
生
と
農
業
振
興
は
。（
ブ
ラ
ン

ド
の
育
成
・
六
次
産
業
化
の
取
組
み
）

【
答
】
ま
ず
は
各
部
会
で
の
し
っ
か
り
と

し
た
指
針
の
元
に
行
政
も
サ
ポ
ー
ト
し

て
い
く
。

③
農
地
中
間
管
理
機
構
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
か
。

こ
と
に
期
待
す
る
。

②
国
道
三
八
八
号
線
の
水
清
谷
・
日
平

間
に
お
け
る
ト
ン
ネ
ル
の
南
郷
側
・
西

郷
側
は
、
取
り
付
け
道
路
等
の
整
備
が

急
が
れ
る
。
今
後
の
工
事
計
画
に
つ
い

て
伺
う
。

【
答
】
計
画
通
り
進
め
ば
西
郷
側
が
二
八

年
度
、
南
郷
側
が
二
十
九
年
度
に
完
成

す
る
。

③
ト
ン
ネ
ル
開
通
に
よ
り
利
用
さ
れ
る

方
々
の
選
択
す
る
路
線
が
広
が
り
、
交

通
事
故
等
が
懸
念
さ
れ
る
。
危
険
箇
所

等
の
改
良
工
事
に
つ
い
て
伺
う
。

【
答
】
小
川
吐
線
は
、
過
疎
計
画
等
に
あ

げ
て
整
備
を
す
る
。
小
黒
木
・
山
口
原

線
は
、
財
源
を
考
慮
し
計
画
的
に
整
備

す
る
。

【
問
】
Ｔ
Ｐ
Ｐ
締
結
対
策
に
つ
い
て

国
は
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
締
結
交
渉
を
進
め
て
い

る
。
美
郷
町
の
農
業
に
対
し
て
ど
の
様

な
影
響
が
考
え
ら
れ
る
か
。
ま
た
、
町

と
し
て
は
、
ど
の
様
な
対
策
を
講
じ
る

の
か
。

【
答
】
重
要
五
品
目
の
内
、
主
に
米
、
牛

肉
等
に
影
響
が
有
る
と
推
測
す
る
。
国

の
対
策
を
受
け
て
、
町
と
し
て
も
し
っ

か
り
と
対
応
す
る
。

甲斐　秀徳  議員

中
山
間
地
農
業
振
興
対
策
に

つ
い
て
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今
夏
は
梅
雨
前
か
ら
の
長
雨
や
相
次

ぐ
台
風
の
襲
来
な
ど
、
農
作
物
へ
の
影

響
が
懸
念
さ
れ
ま
し
た
が
、
無
事
収
穫

期
を
迎
え
ら
れ
、
安
堵
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

　
さ
て
、
今
回
の
議
会
は
、
平
成
二
十

六
年
度
の
決
算
認
定
が
大
き
な
議
題
で

あ
り
ま
し
た
。
職
員
は
、
限
ら
れ
た
予

算
の
中
で
、
町
民
の
安
心
安
全
の
為
に

努
力
を
し
て
い
る
様
子
が
よ
く
解
り
感

心
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
　
　

　
し
か
し
、
来
年
度
か
ら
は
、
合
併
特

例
期
間
が
終
了
し
、
次
第
に
交
付
税
が

減
少
し
て
い
く
と
の
こ
と
で
、
益
々
創

意
工
夫
を
し
な
が
ら
、
頑
張
っ
て
い
た

だ
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
　
　

　
ま
た
、
今
回
か
ら
、
委
員
会
審
査
の

様
子
の
傍
聴
も
呼
び
掛
け
た
と
こ
ろ
で

す
が
、
一
般
質
問
の
傍
聴
に
は
大
勢
い

ら
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
な
じ
み

が
な
い
せ
い
か
、
委
員
会
の
傍
聴
者
は

二
名
の
み
と
な
り
ま
し
た
。

　
よ
り
住
民
の
皆
様
に
近
い
議
会
を
目

指
し
て
お
り
、
多
く
の
方
の
傍
聴
を
お

願
い
致
し
ま
す
。

　
議
会
と
し
て
も
、
き
め
細
や
か
な
案

内
に
努
め
、
皆
様
の
ご
来
場
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

（
編
集
委
員
）

　
　
　
委
員
長
：
黒
田
　
仁
志

　
　
　
副
委
員
長
：
森
田
　
久
寛

　
　
　
委
　
　
員
：
那
須
　
富
重

　
　
　
委
　
　
員
：
甲
斐
　
秀
徳

　
　
　
委
　
　
員
：
甲
斐
　
　
栄

＝ 

ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い 

＝

第55回入郷地域開発期成同盟会総会

西郷区長会との意見交換会

東臼杵郡町村議会議員研修会

九州中央自動車道建設促進沿線議会協議会総会

７月
　１日／県道・宇納間日之影線整備促進期成同盟会総会
　　　　産業建設常任委員会所管事務調査
　３日／国道 388 号整備促進期成同盟会総会
　６日／新議員研修会
　７日／第 55 回入郷地域開発期成同盟会総会
　８日／日向東臼杵広域連合議会
　９日／平成 26 年度決算審査（～ 8/11）
１３日／九州中央自動車道建設促進沿線議会期成会理事会
１５日／入郷地域開発期成同盟会県出先機関要望　　　　　　　
２１日／人吉・日向間一般国道整備促進期成同盟会総会
　　　　例月現金出納検査
２２日／東臼杵郡内定例議長会（～２３日）
　　　　総務常任委員会（西郷区長会との意見交換会）
２４日／高速自動車国道建設促進宮崎県期成同盟会総会
　　　　第 38 回みすず会総会
２７日／文教厚生常任委員会
２８日／東臼杵郡町村議会議員研修会
３１日／耳川広域森林組合合併１５周年記念祝賀会
　　　　議会運営委員会正副委員長研修会

８月
　３日／議会運営委員会・全員協議会・第１回臨時会
　　　　九州中央自動車道建設促進沿線議会協議会総会・決起大会
　４日／県自治会館管理組合議会第２回定例会
　６日／正副議長研修会・地方行政問題協議会
　７日／入郷地域開発期成同盟会県本庁要望活動
　　　　日向市・東臼杵郡町村議会議長連絡会要望活動
１７日／国道 388 号整備促進要望活動
１９日／みやこ町議会行政視察
２０日／日向市・東臼杵郡町村議会議長連絡会要望活動
　　　　森林・林業活性化議員連盟連絡会議総会・勉強会
２１日／総務常任委員会（北郷区長会との意見交換会）
　　　　例月現金出納検査　
２４日／平成２６年度決算審査意見書提出
２８日／議会運営委員会・全員協議会
３１日／県道宇納間日之影線整備期成同盟会要望活動

９月
　１日／県町村議会議長会役員・監事合同会
　４日／第３回定例会 ( ～１７日）
１８日／総務常任委員会 ( 南郷区長との意見交換会）
２４日／例月現金出納検査
２８日／議会広報特別委員会　　


